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近年，フィリピン経済が好調である。

IMF でフィリピンを担当した日銀マンであ

る著者は，本書で「常識とは異なる新しい経済

成長モデル」を提示して，フィリピンの経済成

長の解明にチャレンジしている。かつてフィリ

ピンは「アジアの病人」と呼ばれ，東アジアの

経済発展から取り残されていた。著者はその理

由として，工業部門での輸入代替から輸出振興

政策への転換の失敗に注目しながら，いわゆる

東アジアの雁行・キャッチアップ型の工業化を

行わ（え）なかったことを指摘している。そし

て，近年のフィリピンが「アジアの希望の星」

となっている理由を，サービス業主導による新

しい経済成長モデルによるものだと訴えている

のである。

フィリピン経済の特徴として，低所得国段階

でありながら GDP のサービス業割合が 60％と

高く，個人消費が GDP の 70％を占める点，い

わゆるフィリピン人出稼ぎ者からの送金額が

GDP の 10％に匹敵する点，昨今の BOP 産業

の発展で 2015 年には 100 万人以上の雇用を擁

するなど，工業製品ではなくサービス輸出に依

存する経済構造をあげ，著者はフィリピンが東

アジアで一般的に語られてきた雁行型工業化モ

デルとは違う軌跡，特徴をもっていることを示

している。農業から工業，そしてサービス業へ

と進む発展パターンではなく，農業からサービ

ス業へ飛んで行ったパターンである。これをど

う理解するべきなのか。そこにどんなビジネス

チャンスがあるのか。工業化こそが経済成長の

エンジンだと信じてきた私たちに，著者は問い

かけているのかもしれない。

分析の守備範囲は広い。昨今の地域研究や国

別経済分析が分野別に細分化され過ぎているこ

とへの反省から，ダロン・アセモグルが唱える

包括的な政治経済制度よろしく，歴史，政治，

経済の各領域のキーワードや理論を網羅的に抑

えている。大局的な観点から個々の領域を統合

し，ひとつの物語を作るべく，「フィリピン」

を丸ごと理解・説明しようと試みているのであ

る。植民地支配の政治経済的弊害，根深い財閥

支配，農地改革の停滞，外国企業の影響，大統

領制のもとでの弱い官僚機構，近年好調なマク

ロ経済事情，期待される人口ボーナス，そし

て，南シナ海での対中国外交からマルコス，ア

キノ，ドゥテルテと歴代大統領の政策等々，幅

広いトピックスから説明を試みている。新書と

いう紙面の制約はあるが，その分，記述がコン

パクトにまとまっているので，今のフィリピン

がどうやって形成されてきたのか，今後どう

やって発展していこうとしているのか，その課

題は何か等を理解できる良書である。

それにしてもフィリピンの経済発展のモデル

化は難しい。フィリピンに駐在経験のある評者

にとって，フィリピンが他のアジアとは違う政

治経済社会構造と発展パターンをもっているこ

とは，直感的にもわかる。しかし，そういった

経済発展モデルが，果たして人口１億人の「大

国」で成立しうるのか。アジアの実験とも言える

フィリピンに益々，興味が湧くところである。
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